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●建設業に働くみなさんの仕事とくらしを応援します
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10
月

下記日程は休館となります。ご了承ください。

11月１日（金）終日　書記局会議

土・日・祝日も休館

10月31日(木）10時～、11時～

けんせつプラザ東京（要予約）

無料経営相談会

支部会館休館のお知らせ

▼
今
年
１
月
１
日
に
地
震
の

起
き
た
能
登
半
島
を
今
度
は

集
中
豪
雨
が
襲
っ
た
。
土
砂

崩
れ
や
土
石
流
に
巻
き
込
ま

れ
て
亡
く
な
っ
た
方
や
、
未
だ

行
方
不
明
と
な
っ
て
い
る
方

も
い
る
。
亡
く
な
ら
れ
た
方

や
、
復
興
に
向
け
て
懸
命
に

努
力
し
て
き
た
被
災
地
の
み

な
さ
ん
を
思
う
と
い
た
た
ま

れ
な
い
気
持
ち
に
な
る
。
▼

折
し
も
杉
並
支
部
か
ら
能
登

半
島
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
向
か
っ
た
メ
ン
バ
ー
も

集
中
豪
雨
に
よ
る
河
川
の
氾

濫
で
全
面
道
路
通
行
止
め
に

な
り
、
珠
洲
市
で
立
ち
往
生

し
た
と
い
う
。
全
員
無
事
に

帰
っ
て
来
ら
れ
て
ほ
っ
と
し
て

い
る
。
▼
何
も
起
き
な
い
穏
や

か
な
生
活
を
送
れ
た
ら
何
よ

り
だ
が
、
災
害
は
い
つ
や
っ
て

く
る
か
わ
か
ら
な
い
。
災
害

時
の
備
蓄
品
を
保
つ
方
法
と

し
て
、
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク

と
い
う
方
法
が

あ
る
。
こ
れ
は

備
蓄
食
品
を
定

期
的
に
消
費
し
、

そ
の
都
度
買
い

足
し
て
備
え
る

方
法
だ
。
震
災

救
援
所
の
場
所

や
震
災
備
品
の

点
検
な
ど
、
災

害
に
対
す
る
備

え
を
す
す
め
て

い
こ
う
と
思
う
。

支部の
ホームページは
こちら

検索東京土建杉並支部

https://www.doken-suginami.org/shibu/index.html

災害に対する備えをすすめよう

（岸川 正・常任執行委員）

　

８
月
26
日
、
杉
並
第
二
小
学
校
の
図
工
の
授
業

に
工
作
指
導
の
先
生
と
し
て
、
浜
福
分
会
よ
り

7
人
の
仲
間
が
参
加
し
ま
し
た
。
杉
二
小
の
授

業
支
援
は
今
か
ら
25
年
前
、
成
浜
分
会
時
代
の

１
９
９
９
年
10
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
組
合

員
自
身
が
地
元
の
小
学
校
を
卒
業
し
て
、
今
の
子

ど
も
た
ち
に
図
工
の
授
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

は
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

杉二小授業支援・浜福の仲間７人参加

　

当
日
、
杉
二
小
に
集
合
し

た
浜
福
分
会
の
仲
間
７
人
は
、

担
当
教
諭
の
市
川
先
生
よ
り

「
本
日
は
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス

ト
と
し
て
、
東
京
土
建
か
ら

建
築
の
プ
ロ
の
み
な
さ
ん
が

こ
ん
な
に
も
来
て
く
れ
ま
し

た
」
と
紹
介
を
受
け
ま
し
た
。

　

４
年
生
４
ク
ラ
ス
が
、
今

回
の
図
工
の
授
業
で
取
り
組

む
の
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

「
初
め
て
使
う
彫
刻
刀
で
版

画
を
作
ろ
う
」
と
い
う
も
の
。

　

樋
口
三
春
さ
ん（
水
道
）
が

教
壇
に
立
ち
「
今
日
は
2
種

類
（
三
角
刀
・
丸
刀
）の
彫
刻

刀
を
使
い
ま
す
。
振
り
回
し
て

友
だ
ち
を
傷
つ
け
た
り
し
な

い
よ
う
に
。
彫
る
時
は
片
手

運
転
は
禁
止
で
す
」
と
注
意

喚
起
、手
元
を
映
し
た
Ｏ
Ｈ
Ｐ

を
使
用
し
て
実
際
彫
っ
て
み
せ

る
と
「
お
ー
」
と
感
嘆
の
声
が

起
こ
り
ま
し
た
。

　

実
際
お
こ
な
っ
た
作
業

は
、
①
木
版
に
鉛
筆
と
画
用

紙
を
使
っ
て
縁
取
り
を
す
る
、

②
彫
っ
た
箇
所
が
分
か
り
や

す
い
よ
う
に
、
青
い
チ
ョ
ー

ク
を
全
面
に
塗
る
、
③
三
角

刀
を
使
い
、
縁
取
り
を
彫
る
、

④
額
縁
周
り
を
丸
刀
を
使
っ

て
自
由
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
、

と
い
う
も
の
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
な

か
な
か
う
ま
く
で
き
な
か
っ

た
け
ど
、
彫
る
作
業
が
楽
し

か
っ
た
」「
最
初
に
彫
っ
た
時
、

引
っ
か
か
っ
て
難
し
か
っ
た

け
ど
、
角
度
を
い
ろ
い
ろ
変

え
た
ら
ス
ム
ー
ズ
に
彫
る
こ

と
が
で
き
た
」
な
ど
の
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。

　

組
合
は
今
後
も
授
業
支
援

な
ど
、
地
域
支
援
活
動
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

【杉二小教諭 市川 江真さん】プロに
教えてもらうのは、子どもたちにとっ
て新鮮な体験です。初めての体験なの
で「難しかった」が正解だと思います。
1時間の授業でも来ていただき、本当
に助かっています。ありがとうござい
ました。

　9月20日夜、バスタ新宿を出発した杉
並支部の仲間12人は早朝金沢駅に到着し、
道具を持参した先発隊3人と合流、一路
珠洲市を目指しました。次第に雨が降り出
し、珠洲市ボランティアセンターに着いた
頃には土砂降りに。大雨特別警報が発令
され、河川氾濫の情報もあったため、ボラ
ンティア作業は中止、金沢市に戻ろうとす
るも道路が全て通行止めになりました。
　たまたま入ったコンビニが少し海抜
が高かったため、しばらく待機すること
になり、避難所への移動も覚悟した矢先、
道路が通行止全面解除になり、無事金沢
まで戻り帰って来ることができました。
　帰りの道中、道路には河川の氾濫によ
り流れ着いた倒木やガレキが散乱してお
り、重機による素早い応急復旧作業に感
動しました。しかし本格的な復旧はこれ
からです。珠洲市センター長の「せっか
く来ていただいて作業もできず、事故に
遭ったりすると申し訳ない」という言葉
が心に残ります（文責・双木）。

能登半島復興支援ボランティア

杉二小の先生より

「
彫
刻
刀
難
し
か
っ
た  

け
ど
、楽
し
か
っ
た
よ
」

Ｏ
Ｈ
Ｐ
を
使
用
し
た
彫
刻
刀
の
説
明
に
熱
心
に
聞
き
入
る

子
ど
も
た
ち
（
先
生
は
樋
口
三
春
さ
ん
）

本日のスペシャルゲスト
の紹介

指
導
す
る
森
谷
成
宏
さ
ん
（
浜
福
・
板
金
）

集中豪雨で作業中止
復旧作業により無事帰宅

道路も冠水した

河川の氾濫により
流れ着いた倒木

秋
の
拡
大
月
間
も
最
終
盤

　

秋
の
拡
大
月
間
も
残
り
2
週
間
あ
ま

り
、
各
分
会
で
役
員
・
仲
間
の
奮
闘
が

続
い
て
い
ま
す
。
最
終
盤
の
行
動
と
し

て
、
組
織
を
守
る
た
め
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

組
合
未
加
入
の
仲
間
を

ご
紹
介
く
だ
さ
い

　

国
保
料
が
高
い
、
現
場
で
一
人
親
方

労
災
へ
の
加
入
を
求
め
ら
れ
た
、
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
に
登
録
し
た
い
…
要
求
は
人
そ
れ

ぞ
れ
で
す
が
、
組
合
は
仲
間
に
寄
り
添

い
、
解
決
に
導
き
ま
す
。
ま
ず
は
会
っ

て
お
話
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
未
加
入
者

情
報
は
、
分
会
役
員
・
書
記
局
ま
で
。

行
動
日
に
参
加
し
よ
う

　

行
動
日
に
は
、
「LIN

E

公
式
登
録

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
「
組
合
イ
ベ
ン
ト
」

を
仲
間
に
お
知
ら
せ
す
る
訪
問
行
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
多
く
の
仲
間
の

参
加
が
あ
れ
ば
、
行
動
量
も
引
き
上
が

り
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

石川 組織担当四役

齋藤 組織部長

役員・仲間の
奮闘続く

春
の
Ｑ
Ｒ
登
録
当
選
者
に
届
け
る
（
高
和
分
会
）

訪問行動に参加しよう

秋の
拡大
行動日

10月23日（水）・24日（木）
　 30日（水）・31日（木）
※時間は役員にお尋ねください
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防
災
士
模
擬
試
験
で

防
災
に
つ
い
て
学
ぼ
う

災
害
と

防
災

防
災
士
が
語
る

青
木
隆
之
防
災
士

　

今
回
は
、先
月
掲
載
し
た
、防
災
士
試
験
で
使
用
さ
れ
て
い
る
模
擬
試

験
の
解
説
を
掲
載
し
ま
す
。（
文
責
・
双
木
）

　

杉
並
区
に
は
、
崖
崩

れ
の
可
能
性
が
あ
る
地

域
（
久
我
山
・
高
井
戸
な

ど
）
が
あ
り
ま
す
。
令
和

5
年
台
風
2
号
で
杉
並

区
は
崖
崩
れ
の
恐
れ
の
あ

る
１
０
５
世
帯
（
２
０
０

人
）
に
避
難
指
示
を
発
令

し
ま
し
た
が
、
避
難
所
へ

避
難
し
た
人
は
誰
も
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
③
対
策
と

し
て
、
避
難
指
示
を
知
ら

せ
る
最
大
限
の
努
力
（
全

世
帯
訪
問
）
と
避
難
完
了

ま
で
の
確
認
、
１
０
５
世

帯
に
危
険
性
が
高
い
土
地

で
あ
る
こ
と
を
徹
底
的
に

周
知
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

能
登
半
島
地
震
は
、
土

砂
崩
れ
に
よ
り
道
路
が
寸

断
さ
れ
、
避
難
や
救
助
の

障
害
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
建
物
の
倒
壊
は
層
破

壊
（
パ
ン
ケ
ー
キ
ク
ラ
ッ

シ
ュ
）
が
目
立
ち
ま
し
た
。

こ
れ
は
耐
震
化
率
が
約

50
％
と
遅
れ
て
い
た
た
め
、

被
害
の
拡
大
に
つ
な
が
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

東
京
都
内
の
特
定
緊

急
輸
送
道
路
に
面
し
た
建

物
の
耐
震
化
状
況
は
86
・

3
％
（
令
和
2
年
6
月
現

在
）
。
杉
並
区
の
耐
震
化

状
況
は
、
青
梅
街
道
や
環

八
・
環
七
な
ど
全
て
80
％

を
超
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
荻
窪
警
察
署
と
荻
窪

消
防
署
を
挟
む
交
差
点
に
、

耐
震
性
を
欠
く
建
物
が
4

 「長周期地震動」に関する記述のうち、正しいものはどれか

❶正解＝ゆったりした揺れをもたらす地震動は、周期が数秒から数十秒と長く「長周期地震動」と呼ばれている。
❷誤り＝震源から250㎞離れた場所で起きた火災は、長周期振動との共振による「スロッシング現象」であった。
❸誤り＝海溝型の巨大地震の場合、震源域から遠い都市部で長周期地震動が発生することが予想される。

 「山体崩壊・岩屑（がんせつ）なだれ」に関する記述のうち、正しいものはどれか

❶誤り＝山体崩壊は、人間の力では食い止めることのできない巨大な地盤災害である。
❷誤り＝岩屑なだれは大量の空気を媒体として流下する。水を媒体として流れるのは土石流である。

❸正解＝岩屑なだれは、大量の土石が空気を媒体として流下するため、地表との摩擦が小さく、速度を増す。そのため、運動エネルギーが
大きくなり、破壊力を増す。

  「津波」に関する記述のうち、正しいものはどれか

❶誤り＝水深4,000mの所では、時速約700㎞というジェット機並みの速さで伝播することになる。
❷誤り＝「津波地震」により発生する津波は、地震による津波全体の約10％程度であり、気象庁は長周期の地震波の捕捉と津波予報のため
の技術開発をすすめている。
❸正解＝「遠地津波」とは、海のかなたで起きた地震によって発生し、海を渡って襲来する地震を指し、気象庁では日本の沿岸から600㎞
以上離れた海域で発生した津波と定義している。

問１

問２

問３

建設国保 都費補助現行水準確保

都議全員より賛同署名もらう

【社会保障対策部・発】9月18日、杉並建築協議会（東
京土建・杉並建設・建設ユニオン）で杉並選出の都議会
議員6人に建設国保の補助金等の賛同署名行動をおこな
いました。
　建設国保の現状と現場で働く労働者の現状を訴え、
①建設国保への都費補助の現行水準確保、②健康保険
証存続、について快く署名をいただくことができました。

公明党 松葉 多美子
都議会議員

立憲民主党 関口 健太郎
都議会議員

　

豪
雨
災
害
に
は
３
つ
の

パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。

①
外
水
氾
濫
（
河
川
）

②
内
水
氾
濫
（
下
水
道
）

③
土
砂
崩
れ
（
が
け
崩

れ
）

　

①
の
対
策
と
し
て
、
拡

幅
（
横
）
と
掘
削
（
縦
）
を

お
こ
な
い
、
流
量
を
増
や

す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
途

中
か
ら
工
事
し
て
も
下
流

で
あ
ふ
れ
る
た
め
、
最
下

流
か
ら
お
こ
な
う
必
要
が

あ
り
、
何
年
も
か
か
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
「
地
下
調
節

池
」
を
造
る
こ
と
で
流
水

を
受
け
止
め
、
下
流
の
水

量
を
減
ら
す
こ
と
で
上
流

部
の
河
川
改
修
が
可
能
に

な
り
ま
す
（
環
状
7
号
線

地
下
に
は
内
径
12
Ｍ
・
貯

留
量
54
万
㎥
の
地
下
調
整

池
が
あ
る
）
。

　

②
の
対
策
と
し
て
、
下

水
管
を
増
や
す
、
雨
水
貯

留
管
を
つ
く
る
、
雨
水
浸

透
施
設
を
つ
く
る
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

東
京
都
の
目
標
豪
雨
対

策
は
85
ミ
リ
で
す
が
、
平

成
17
年
に
杉
並
区
で
は
112

ミ
リ
の
降
雨
が
あ
り
、
目

標
を
引
き
上
げ
る
べ
き
だ

と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

棟
あ
る
た
め
、
発
災
時
に

は
両
署
か
ら
出
動
で
き
な

い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
建
物
を
一
つ
一
つ

無
く
し
て
い
く
こ
と
が
対

策
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

杉
並
区
内
に
は
計
13
万

棟
の
建
物
が
あ
り
、
大
地

震
で
全
壊
２
、５
０
０
棟
・

半
壊
1
万
棟
の
可
能
性

が
あ
る
中
、
重
機
は
た
っ

た
15
台
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

現
実
的
に
は
倒
壊
し
な
い

よ
う
、
建
物
の
耐
震
補
強

工
事
を
す
す
め
て
い
く
し

か
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
度
の
ビ
ー

バ
ー
ズ
の
活
動
は
、
7
月

26
日
に
能
登
半
島
復
興
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
5
人
が
参

加
、「
民
家
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
解
体
と
木
材
切
断
・

運
び
出
し
」
を
お
こ
な
い
、

石
川
県
連
に
支
援
金
を
届

け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
和
田
第
二
災
害

備
蓄
倉
庫
と
馬
橋
公
園
防

災
備
蓄
倉
庫
に
あ
る
災
害

用
資
機
材
の
取
扱
い
を
地

元
の
町
会
や
自
治
会
に
指

導
し
ま
し
た
。

8
月
4
日
に
は
支
部
会

館
を
会
場
に
「
普
通
救
命

講
習
」を
開
催
。杉
並
消
防

署
と
消
防
団
の
協
力
の
も

と
「
心
肺
蘇
生
」「
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。

　

災
害
が
発
生
し
た
時

の
ビ
ー
バ
ー
ズ
の
動
き
と

し
て
、
支
援
活
動
は
災
害

発
生
か
ら
3
日
後
あ
た
り

か
ら
、
荻
窪
消
防
署
か
ら

活
動
指
示
を
受
け
て
お
こ

な
う
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

杉
並
区
役
所
や
杉
並
消
防

署
か
ら
建
築
技
術
・
技
能

を
持
つ
ビ
ー
バ
ー
ズ
に
対

し
て
、
災
害
発
生
時
に
お

け
る
協
力
体
制
を
求
め
ら

れ
ま
し
た
。
要
望
内
容
は
、

震
災
救
援
所
（
区
内
65
ケ

所
）
が
開
設
さ
れ
た
場
合
、

「
人
命
救
助
・
救
護
支
援

部
」
に
所
属
し
て
、
区
民

の
安
否
確
認
に
同
行
し
て

も
ら
い
た
い
、
震
災
救
援

所
訓
練
を
お
こ
な
う
際
は
、

災
害
用
資
機
材
の
取
扱
い

を
指
導
し
て
も
ら
い
た
い
、

と
の
こ
と
で
し
た
。
今
後

は
両
者
と
防
災
協
定
締
結

に
向
け
て
、
意
見
交
換
を

お
こ
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
の
ビ
ー
バ
ー
ズ
隊

員
登
録
数
は
、
64
人
で
す
。

隊
員
の
意
識
向
上
に
向

け
て
、
災
害
時
に
必
要
な

ス
キ
ル
講
習
（
三
角
巾
・

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
）
や

「
東
京
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」

を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
新
規
隊
員
は
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。

耐震化こそ震災対策の本丸

吉田 ビーバーズ隊長

9
月
2
日
に
お
こ
な
っ
た
防
災
学
習
会
に
は
67
人
が
参
加
。
昨
年

に
引
き
続
き
、
早
坂
都
議
よ
り
講
演
「
能
登
半
島
地
震
と
東
京
の
防

災
」
、
吉
田
隊
長
よ
り
「
ま
ち
の
救
助
隊
ビ
ー
バ
ー
ズ
の
活
動
」
報
告

が
あ
り
ま
し
た
（
文
責
・
双
木
）
。

ビーバーズ隊員登録して我がまちを守ろうビーバーズ隊員登録して我がまちを守ろう

防災学習会「能登半島地震と東京の防災」67人が参加

ビーバーズ隊員に登録して我がまちを守ろうビーバーズ隊員に登録して我がまちを守ろう

能
登
半
島
地
震
と

東
京
の
防
災
対
策　

豪
雨
へ
の
３
つ
の
対
策

ビ
ー
バ
ー
ズ
の
活
動

能
登
半
島
地
震
の
教
訓

杉
並
区
の
対
策

現地取材に基づく
熱のこもった説明をする
早坂 都議会議員
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10
月
当
初
人
員
３
、０
２
９
人

（
分
会
・
群
順　

敬
称
略
）

■ 現場管理 ■
㈱弥彦工務店
代表　児玉　達朗
杉並区和田3-50-3

パークサイドテラスコダマ
℡090-2658-4844

■ 外構造園作業スタッフ ■
グリーンスペース計画㈱
代表　益田　陽介

杉並区下井草3-20-11-105
メゾンヴェルトⅢ
℡080-1074-4655

■ 電気工事士 ■
【社員】

㈲リケンエナジー
代表　縫村　信秋
杉並区浜田山1-23-7
℡03-3290-0122

■ 配管工 ■
【社員】
斎喜工業㈱

代表　齋藤　隆男
杉並区大宮1-2-2-201
℡03-3328-9638

■ 防水 ■
【社員】
㈱奄防

代表　南　忠文
西東京市東町5-7-20
℡090-8030-8822

■ 造園工 ■
【社員】

㈱ネクストグリーン
代表　堀内　幸雄
杉並区堀ノ内2-7-7-101
℡03-6677-7168

■ 測量士・測量士補 ■
【社員・アルバイト】
リーベン開発設計㈱
代表　古地　孝博
杉並区阿佐谷南3-31-14
℡03-3392-4735

■ 塗装・防水・電気・営業 ■
【社員】
㈱しんせん

代表　小笠原　健悦
杉並区堀ノ内3-49-7横尾ビル1F

℡03-3311-2196

■ 塩ビシート専門 ■
【社員】
㈱ＵPstart

代表　相澤　秀明
杉並区永福1-39-9-106
℡03-6677-3747

■ ガラス工 ■
【社員】
㈱住硝

代表　市　大介
杉並区高井戸西2-12-16水村ビル１F

℡03-3331-2281

掲載は無料です

どうぞご利用

ください

　10月1日から12月26日を作品募集期間として、コ
ンクールをおこないます。どしどし応募ください。

①短歌　②俳句　③川柳
※一人につき１部門５作品まで
※自動生成AI（チャットGPTなど）による作品は
　ご遠慮ください

①組合活動　②スナップ　③風景　④憧れ
※④憧れは仕事の親方や先輩、親の背中などへの眼差しを捉えた前向きな作品
※一人につき１部門３作品まで

【応募方法】所定の用紙に記入の上、支部に提出

12
月
以
降
の
保
険
証
っ
て
ど
う
な
る
の
？

Ｑ土
建
国
保
は
来
年
３
月
末
ま
で
使
用
可

４
月
以
降
は
「
資
格
確
認
書
」
で
医
療
機
関
を
受
診

　

国
に
よ
る
強
引
な
マ
イ

ナ
保
険
証
促
進
に
よ
り
、

医
療
機
関
に
お
い
て
ト
ラ

ブ
ル
や
混
乱
が
起
き
て
い

ま
す
。
こ
ん
な
状
況
下
で

「
健
康
保
険
証
の
廃
止
」

を
決
行
す
れ
ば
、
自
治
体

や
医
療
機
関
で
大
き
な
混

乱
が
起
き
る
こ
と
は
必
至

の
状
況
で
す
。

現
行
保
険
証
が

資
格
確
認
書
に

  

今
持
っ
て
い
る
保
険
証

は
、
来
年
3
月
31
日
の
有

効
期
限
ま
で
使
用
で
き

ま
す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を

持
っ
て
い
な
い
土
建
国
保

加
入
者
に
は
、
来
年
4
月

以
降
「
資
格
確
認
書
（
1

年
有
効
）
」
を
発
行
し
ま

す
。
こ
の
資
格
確
認
書
は

保
険
証
の
代
わ
り
と
な
り
、

保
険
診
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

家
族
が
増
え
た
、

住
所
変
更
な
ど
の

手
続
き
は
？

　

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ

て
い
る
方
に
は
、
来
年
4

月
以
降
「
資
格
情
報
の
お

知
ら
せ
」
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
マ
イ
ナ
保
険

証
が
病
院
の
窓
口
で
シ
ス

テ
ム
障
害
等
に
よ
り
使
え

な
い
時
に
提
示
す
る
と
受

診
で
き
る
の
で
「
資
格
情

報
の
お
知
ら
せ
」
は
携
帯

を
お
願
い
し
ま
す
。

12
月
以
降
の
手
続
き
に

つ
い
て
は
、
保
険
証
は
発

行
で
き
な
い
の
で
、「
資

格
確
認
書
」
ま
た
は
「
資

格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
が

発
行
さ
れ
ま
す
。

　

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
の

取
得
は
任
意
で
す
。
東
京

土
建
は
引
き
続
き
、
健
康

保
険
証
の
存
続
に
向
け
た

運
動
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
。

事業主太公望、集まれ！
事業所交流会
アジ釣り大会

集

11月23日（土・祝）7時30分出船
荒川屋（横浜市金沢区洲﨑町6-1）
6時30分現地集合、7時までに受付
12,000円（乗船代・エサ代・氷・懇親会・レク保険）
　　　　　※別途仕掛け代：350円
組織内事業所の代表者（代理参加可）
無料（表彰式・豪華景品あり）　

日　時

場　所

集　合

参加費

対　象

懇親会

詳細は
支部担当・藤澤

まで

詳細は
支部担当・中島まで

　

自
転
車
保
険
は
、
自
転
車
事
故

に
よ
る
ケ
ガ
の
保
障
と
、
加
害
者

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
の
「
日

常
生
活
賠
償
保
険
」
が
セ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
転
車
事
故
は
、
思
わ
ぬ
大
き

な
事
故
に
な
る
場
合
も
。
自
転
車

に
乗
っ
て
い
た
小
学
生
が
歩
行
者

と
衝
突
し
、
意
識
不
明
に
な
っ
た

事
故
で
、
９
５
０
０
万
円
も
の
賠

償
金
が
保
護
者
に
請
求
さ
れ
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
も
し
も
の

事
故
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

自転車保険に加入しよう

・年間掛金4,500円
・ケガの補償：組合員と
同居の家族、別居の未
婚の子

・個人賠償保険：２億
※個人型もあり（詳しくは
支部担当・中島まで）

加入例：家族型

第41回本部仲間の作品コンクール

文芸
の部

写真
の部

第43回本部将棋大会
12月８日（日）９時受付、９時30分開会式
けんせつプラザ東京
無料（参加費2000円を支部より補助）
11月22日（金）

[日　時]　11月10日（日）14時30分開演
[会　場]　日本橋・三越劇場
[観劇料]　A席6,500円
　　　　（A席8,500円のところ補助あり）
※申し込みは支部担当・中島まで

日　時

会　場

参加費
締　切

申し込みは

支部担当

中島まで

式

前
進
座
11
月
公
演
・統
一
観
劇
会

雪間草
～利休の娘お吟～

高額賠償金が発生するケースも

令
和
６
年
改
正
道
路
交
通
法

が
成
立

　

改
正
道
路
交
通
法
が
２
０
２
４

年
５
月
に
参
議
院
本
会
議
で
可
決
・

成
立
し
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
警
察

庁
は
６
月
27
日
、自
転
車
の
な
が
ら

運
転
や
酒
気
帯
び
運
転
に
罰
則
を

定
め
、11
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま

す
。
警
察
庁
は
2
つ
の
行
為
に
つ
い

て
、危
険
な
行
為
を
繰
り
返
し
た
人

が
受
け
る「
自
転
車
運
転
者
講
習
」

の
対
象
と
し
ま
し
た
。

な
が
ら
ス
マ
ホ
の
罰
則

　

過
去
10
年
間
に
お
い
て
、
携
帯

電
話
使
用
中
の
事
故
は
８
３
６
件

発
生
し
て
お
り
、う
ち
ス
マ
ホ
等
の

画
像
を
注
視
し
て
い
た
ケ
ー
ス
が

７
４
９
件（
89
・
6
％
）と
な
っ
て
い

ま
す
。
罰
則
は
、６
ケ
月
以
下
の
懲

役
ま
た
は
10
万
円
以
下
の
罰
金
に

な
り
ま
す
。

酒
気
帯
び
の
罰
則

　

自
転
車
の「
酒
気
帯
び
運
転
」は
、

こ
れ
ま
で
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
罰
則
の
対
象
外
で
し
た
。罰
則
は

３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円

以
下
の
罰
金
に
な
り
ま
す（
「
酒
酔

い
運
転
」は
５
年
以
下
の
懲
役
ま
た

は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
）。

　

組
合
活
動
に
自
転
車
で
参
加
し

飲
酒
し
た
場
合
は
、
自
転
車
に
は

乗
ら
ず
に
押
し
て
帰
宅
し
ま
し
ょ

う
。

注意 自転車の酒気帯び（スマホながら）運転

11
月
よ
り
罰
則
付
き
違
反
に

保
険
証
廃
止
に
反
対
で
す

★令和２年４月１日～加入義務化★



2024 年 ( 令和 6年 ) 10 月 15 日（月 1回 15 日発行）第 873 号 昭和 36 年７月３日　第三種郵便物承認 (  4  )す　　ぎ　　な　　み

第 370 回

に
挑
戦
し
て
い
た
仲
間
た
ち
で
起
業
し

て
、模
型
の
制
作
や
建
築
設
計
な
ど
の
活

動
を
始
め
、こ
の
頃
に
一
級
建
築
士
・
イ
ン

テ
リ
ア
プ
ラ
ン
ナ
ー
な
ど
の
資
格
を
取

得
、先
に
独
立
し
て
い
た
家
内
の
家
具
設

計
事
務
所
に
並
行
す
る
形
で
建
築
設
計

事
務
所
と
し
て
独
立
し
ま
し
た
。

　

組
合
に
は
、
健
康
保
険
を
取
得
す
る

た
め
に
加
入
し
ま
し

た
。
自
分
が
入
院
し
た

時
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

２
０
１
０
年
の
杉
並
支

部
新
会
館
建
設
コ
ン

ペ
に
参
加
、
設
計
・
監

理
の
仕
事
を
い
た
だ
き
、

10
年
目
の
大
規
模
改

修
も
無
事
終
え
て
今

日
を
迎
え
て
い
る
こ
と

に
ホ
ッ
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

昔
か
ら
、写
真
の
代

わ
り
に
旅
先
の「
紀
行

ス
ケ
ッ
チ
」
を
描
い
て

き
ま
し
た
。
数
字
に
は
チ
ョ
ッ
ト
弱
い
け

ど
絵
を
描
け
る
文
科
系
建
築
家
と
し
て
、

お
客
さ
ま
に
空
間
イ
メ
ー
ジ
を
わ
か
り

や
す
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
銀
座
の
美
術
家
会
館
で
仲

間
の
ク
ロ
ッ
キ
ー
会
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
制
限
時
間
20
分
、
10
分
そ
し
て
「
５

分
ポ
ー
ズ
ス
ケ
ッ
チ
」
で
は
「
無
心
」
に

な
り
頭
が
ス
ッ
キ
リ
、そ
の
後
参
加
し
た

仲
間
と
の
飲
み
会
で
又
ス
ッ
キ
リ
で
す

（
笑
）。健
康
維
持
の
た
め
、朝
の
ラ
ジ
オ

体
操
と
１
日
８
千
歩
歩
く
こ
と
を
日
課

と
し
て
続
け
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

【
取
材　

双
木
淳
志
】

　

私
は
終
戦
の
１
カ
月
前
に
疎
開
先
の

母
の
実
家
、
茨
城
県
の
水
海
（
み
ず
う

み
）の
馬
小
屋
で
生
ま
れ
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。兄
妹
は
姉
と
妹
2
人
で
す
。終
戦

後
、池
袋
に
あ
る
父
の
勤
め
る
会
社
の
社

宅
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。小
学
校
１
年
の

時
、
担
任
の
先
生
が
怖
く
登
校
拒
否
に

な
り
ま
し
た
が
、2
年
に
な
る
と
担
任
が

変
わ
り
、給
食
時
間
や
運

動
会
な
ど
に
呼
び
に
き

て
く
れ
て
、い
つ
し
か
登

校
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
（
喜
）
。
そ
の
先
生

が
、運
動
会
の
絵
を
み
ん

な
の
前
で
褒
め
て
く
れ
た

こ
と
が
絵
を
描
く
こ
と
が

好
き
に
な
る
キ
ッ
カ
ケ
と

な
り
ま
し
た
。

　

大
田
区
に
あ
る
都
立

高
校
に
進
学
。担
任
が
美

術
の
先
生
で「
絵
が
描
け

れ
ば
建
築
に
近
い
仕
事

が
で
き
る
科
」の
あ
る
美

術
大
を
勧
め
ら
れ
、工
芸

工
業
デ
ザ
イ
ン
科
に
入
学
し
ま
し
た
。卒

業
後
、建
築
の
仕
事
が
し
た
く
て
小
さ
な

設
計
事
務
所
に
就
職
。
基
本
設
計
か
ら

現
場
監
理
な
ど
の
基
本
を
教
え
込
ま
れ

ま
し
た
。
仕
事
は
毎
日
終
電
で
帰
宅
、受

験
時
代
に
知
り
合
っ
た
家
内
と
の
結
婚

生
活
に
す
れ
違
い
が
生
じ
て
き
た
た
め
、

退
職
し
ま
し
た
。

　

退
職
後
は
、デ
ザ
イ
ン
の
コ
ン
ぺ
な
ど

人 生 の 節 々 に

み え た 建 築 設 計

村
むらぐち

口 顯
けんいちろう

一郎さん　井荻・建築設計

　11月3日（日）杉並第十小学校グラウンド
と蚕糸の森公園大滝前を会場に、第22回東
京土建まつりが開催されます。工作教室や丸
太切り、鉄筋縛り体験、建前（お菓子まき）な
ど建築色を前面に出した唯一のおまつりです。
スタッフとしての参加も募集しています。

【西荻分会・発】９月21日（土）の午前、西荻分会
の仲間８人と塚原恒平・齋藤孝志両支部常任は、井
荻小学校でおこなわれた土曜クラブに参加し、ミニ
引き出しや鳥のエサ台づくりのほか丸太切り体験を
おこない、35人の児童を２時間で教えました。ミニ
引き出しは講師１人で３人２組指導。組み付けの難
しさに頭を抱える子も仲間のサポートで無事に完成
しました。鳥のエサ台製作と丸太切り体験では普段
できない体験に歓声があがりました。

【高和分会・発】9月22日、日曜行動の取
り組みとして分会旅行を開催（29人参加）。
あいにくの雨模様でしたが、茨城県ひたち
なか公園では紅葉が始まった「コキア」を
観賞、カニピラフで有名な「メヒコ」で昼
食、那珂湊市場やめんたいパークでお土産
を買い込み無事に帰路に着きました。
　新加入組合員も参加し、仲間同士の親睦
もますます図られました。

地域に建設組合アピール

東京土建まつり第
22
回

大人気のお菓子まき

仲間同士の親睦はかる仲間同士の親睦はかる

分  会  活  動  報  告

西荻分会

高和分会仲間同士の親睦はかる

新加入の仲間も参加

説明に熱心に聞き入る参加者

井荻小の土曜クラブで工作指導井荻小の土曜クラブで工作指導井荻小の土曜クラブで工作指導

来てね！11
3

友人に
描いてもらった
似顔絵


